
福岡県警察の障がいのある方の任免状況は次のとおりです。

１　職員の数（令和２年６月１日現在）

① 12,194   人

② 295   人

③ 12,341.5 人

④ 除外職員の数
（ 短時間勤務職員を除く ）

11,232 人

⑤ 短時間勤務職員除外職員の数 4 人

⑥ 除外職員の総数
( ④+⑤×0.5 )

11,234.0 人

⑦ 旧除外職員の数
（ 短時間勤務職員を除く ）

38 人

⑧ 短時間勤務旧除外職員の数 3 人

⑨ 旧除外職員の総数
( ⑦+⑧×0.5 )

39.5 人

⑩ 現在設定されている除外率 0.0 ％

⑪ 基準割合
( ⑨÷(③-⑥)×100 )

3.0 ％

⑫ 0.0 ％

⑬ 0.0 ％

⑭ 1,107.5 人

２　身体障害者、知的障害者又は精神障害者である職員の数（令和２年６月１日現在）

⑮ 32.0 人

３　実雇用率（令和２年６月１日現在）

⑯ 2.89 ％

４　身体障害者、知的障害者又は精神障害者の不足数（令和２年６月１日現在）

⑰ 法定雇用障害者数
( ⑭×2.5％ )

27 人

⑱ 0 人

５　障害者活躍推進計画及びその取組の実施状況を公表しているURL

https://www.police.pref.fukuoka.jp/keimu/keimu/20200605_2.html

※　障がいのある職員の障がいの種類別内訳等については、特定の職員が障がいのある方であること及びその

障がいの程度が推認されるおそれがあるため非公表とし、省略しています。
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